
 

1 学習評価は何のため？ 

 

 

 

2 学習評価の機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習評価の観点及びその趣旨 

育成を目指す資質・能力の三つの柱を踏まえ、以下の３つの観点で評価を行います。  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

４ 小学校社会科における学習評価の進め方 
 

 

 
聞くこと 読むこと 

話すこと 
［やり取り］ 

話すこと 
［発表］ 書くこと 観点別評価 評定 

知識・技能 b b c c b B 

3 思考・判断・表現 b b c b c B 

主体的に学習に 

取り組む態度 
b b b b c B 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元における観点別学習状況の

評価の進め方(手順)は、基本的

に左に示した流れになります。 

 

では、実際に①②③までの手順

を具体的に見ていきましょう！ 

○指導に生かす評価 

児童一人一人の学習状況を把握し、児童の学習改善や教師の指導改善につなげるための評価のこと 

※〔指導に生かす評価〕の場面は、随時存在します。児童の学習改善や教師の指導改善のために、児童の学習状況を把握し、「おお

むね満足できる」状況（B）以上になることを目指して、日々の授業の中で必要な指導を適宜行います。 

 

○記録に残す評価 

観点別学習状況の評価を総括する際の資料となるよう、学習状況を記録する評価のこと 

※毎回の授業において、〔記録に残す評価〕を行う必要はありません。児童全員の評価を記録に残す場面を精選することが重要で

す。単元のまとまりの中で、評価規準に照らして、児童の観点別学習状況を把握し、記録します。 

 

学習評価 FIRST STEP ―小学校社会科― 

 

学習評価の進め方の具体（第６学年「大陸文化の摂取、大化の改新、大仏造営の様子」の単元を例に） 

 

学習評価の詳細については、佐賀県教育センターHP「学習評価の進め方」を御参照ください。 

 
 

③ 「指導と評価の計画」の作成 

単元の評価規準は、「『指導と評価
の一体化』のための学習評価に関す
る参考資料」の巻末資料（p.77～）
に示された「内容のまとまりごとの評
価規準（例）」を参考にして、学習指
導要領に示されている「内容」の記
述形式を基に作成します。 

①②を踏まえ、単元を設計し、各時

間の評価を行う観点及び評価する

場面を決め、〔指導に生かす評価〕

と〔記録に残す評価〕を計画します。 

学習指導要領の目標や内容、学習指
導要領解説、児童の実態や前単元まで
の学習状況等を踏まえて設定します。 

学習評価の目的は、児童の資質・能力を育成することです。児童の学習状況を適切に見取り、

児童の学習改善や教師の指導改善に生かすことが大切です。 

佐賀県教育センターHP 

「学習評価の進め方」より 

各観点における[評価方法]は以下の方法が考えられます。 
「知識・技能」・・・ノートや見学カードの記述内容、ペーパーテスト など 
「思考・判断・表現」・・・ノートの記述内容、発言の内容、ペーパーテスト など 
「主体的に学習に取り組む態度」・・・活動の様子、発言の内容、振り返りの記述内容 など 

 

地域や我が国の国土の地理的環境、

現代社会の仕組みや働き、地域や我が

国の歴史や伝統と文化を通して社会

生活について理解しているとともに、

様々な資料や調査活動を通して、情報

を適切に調べまとめている。 

知識・技能 

 

社会的事象の特色や相互の関連、意

味を多角的に考えたり、社会に見られ

る課題を把握して、その解決に向けて

社会への関わり方を選択･判断した

り、考えたことや選択･判断したことを

適切に表現したりしている。 

思考・判断・表現 

 

社会的事象について、国家及び社会の

担い手として、よりよい社会を考え主

体的に問題解決しようとしている。 

 

 

 

主体的に学習に取り組む態度 

天皇を中心とした政治の確立について、世の中の様子、人物の働きや代表的な文
化遺産などに着目して、遺跡や文化財、地図や年表などの資料で調べて、白地図
や年表、文などにまとめ、大陸文化の摂取、大化の改新、大仏造営の様子を捉え、
我が国の歴史の展開を考え、表現することを通して、大陸文化の摂取、大化の改
新、大仏造営の様子を手掛かりに、天皇を中心とした政治が確立されたことを理
解するとともに、主体的に学習問題を追究･解決しようとする態度を養う。 

① 単元の目標の設定 

第 1時は、2つの観点のどちらか 1つを重

点的に評価するなど、1 単位時間内で全員

の学習状況を見取ることができるように、

無理のない計画を立てます。 

第２時から第５時までは、〔記録に残す評

価〕は行いませんが、毎時間のねらいに即

して児童の活動の状況を把握し、〔指導に

生かす評価〕を行います。 

〔記録に残す評価〕は、単元の目標に沿って

指導した結果が表れる場面が考えられま

す。本単元では、評価資料を集めて評価す

る場面を、単元の終末に設定しています。 

 

② 単元の評価規準の作成 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r2/04_tokumei/1_syo_syakai/syo_syakai.pdf

